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の両経路の解剖学的分離が皮質下の細胞の異なる生理学的性質により支えられているのに対し，少なくとも V4野， MT 
野のレベルでは視覚情報のかなりの重複があることを示している。
次にPET によりヒトが広視野 (80度の画角)の同期したドットパターンの動きを見ている時の脳血流分布を調べた。
鳥距溝内の線条皮質を囲む模部および上後頭回の低次の視覚領野が双方の刺激により賦活されたのに対し，従来報告さ
れているヒトのMT野対応部位に近い後側頭回，下頭頂葉の二つの後頭一側頭一頭頂皮質外側部の賦活は同期した動き
刺激に対して特異的に認められた。この研究で用いられた同期した動き刺激は従来用いられてきたものと比較して，主
にその広い刺激域に特徴がある。したがってヒトの下頭頂葉は，視覚環境の下での自己の運動制御に重要である。広視
野の動きの解析に主要な役割を果たす皮質領野と考えられる。
以上のように本研究は高等晴乳動物における視覚情報処理の機構，及びそれに関与する領野の性質に関して，極めて
重要且つ新しい知見をもたらした。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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